
１．実施体制

２．事業内容

開催回数 ２回 開催期間

参加者数 ２５名 内訳 小学４年生 5名

小学５年生 12名

小学６年生 8名

令和５年８月８日・８月１０日

藤田　利久（埼玉純真短期大学学長）

秋本　文子（羽生市教育委員会）

原口　政明（埼玉純真短期大学子ども学科准教授）

埼玉純真短期大学、（一社）羽生青年会議所、

羽生市青少年相談員協議会、羽生ロータリークラブ、羽生市教育委員

会

実行委員長

令和５年度　子ども大学はにゅう

子ども大学はにゅう実行委員会
実行委員

（関係団体）

子ども大学はにゅう

学長

副学長



３．実施内容

８月８日（火）

１３：３０～１４：３０

大学キャンパスを探検！

８月８日（火）

１５：３０～１６：３０

あかちゃんのための離乳食やミルク作り

１日目 開催日時

写真
は

て

な

学

会場 平成国際大学

講義名 クイズラリー『すすめ！大学探検隊』

講師 平成国際大学　高野　千春　先生

写真

１日目 開催日時

生

き

方

学

講師 埼玉純真短期大学　花島　慶子　先生

会場

講義名

埼玉純真短期大学

もぐもぐ・ごっくん・はじめてのごはん



３．実施内容

８月１０日（木）

１２：３０～１３：３０

多様なグミを作る工場見学！

８月１０日（木）

１３：５０～１４：５０

泥水から綺麗な水に変える、手作りろ過実験

写真ふ

る

さ

と

学

会場 富士高フーヅ工業株式会社

講義名
はにゅうの産業と歴史を知ろう

～国内でも珍しいグミ専業工場～

講師 富士高フーヅ工業株式会社の皆さん

２日目 開催日時

講義名 体験してみよう！身近な防災グッズ

２日目 開催日時

生

き

方

学

会場 埼玉純真短期大学

講師 羽生青年会議所のみなさん

写真



４．参加者の声

【クイズラリー『すすめ！大学探検隊』】

・大学と小学校の違いを探しながら探検しました。新しいものに出会え、クイズラリーで楽しみながら大学について知れました。

・班のみんなや大学生スタッフさんと協力して、クイズラリーに挑戦しました。みんなと学食の値段を計算したり、オリンピックのメ

ダルに書いてある文字を見つけたりと普段経験できないことができました。

【もぐもぐ・ごっくん・はじめてのごはん】

・あかちゃんが食べる離乳食について学びました。「おもゆ」や「おかゆ」などは、あかちゃんのために工夫されて作られていることが

分かりました。

・私の夢が保育士になることなので、とても勉強になりました。

【はにゅうの産業と歴史を知ろう～国内でも珍しいグミ専業工場】

・グミは、砂糖や水あめなど色々な材料を混ぜて作り、型に入れて固まるまで１６時間以上かかることを初めての知りました。

・色々な機械を使って作業している所を見学できました。それぞれの機械で役割が決まっていて、一つのグミを作るのにたくさんの

工程があることが分かりました。

【体験してみよう！身近な防災グッズ】

・段ボールベッドと手作りろ過装置を作りました。最初は、段ボールでベッドは作れないと思っていましたが、簡単に作ることができ

て驚きました。もし、災害が起きたときは、避難所で教わったことを活かしたいです。

・今回初めて参加させていただきましたが、子どもがとても楽しく講義を聞けていることにびっくりしました。普段あんなに真剣に取

り組んでいる所を見たことなかったので本当に参加させて良かったと思います。特に今まで興味はないと思っていた「乳児」関係

の離乳食が一番楽しかったと言っていたので今回の体験で将来の選択肢が広がればいいなと思います。

・ いつも参加させていただき、ありがとうございます。大学という、小学校とは違う所で学ぶという事は、子どもにとって、とても刺

激のある体験だと思います。これから先の未来を考えていく中で子どもに色々な選択をしていける体験をありがとうございます。

・２年目の参加です。参加されている子みんな、ワクワクして楽しそうで本当に嬉しかったです。コロナ感染の不安もぬぐえない中

こんなに色々と企画、運営してくださる皆さんに感謝しています。未来の子どもたちが楽しく学んでいけるよう、ずっと続いてほしい

と思いました。

・当日を迎えるまで緊張した様子がみられていましたが、皆様のあたたかな雰囲気のおかげもあり、１日目の迎えに行くと安心

した、いきいきとした表情で帰ってくる娘がいました。２日目も楽しく参加できて充実した時間を過ごせたようです。ありがとうござ

いました。
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